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№22 
はまぐち のりこ 

伊勢市立修道小学校たより 

みんなへ  がっこうせいかつのこと 

               ◇◆ あいさつ名人
め い じ ん

 ◆◇ 
 児

じ

童
ど う

会
か い

役
や く

員
い ん

のみんなが「あいさつ運動
う ん ど う

」をしてくれています。 

 後
こ う

期
き

の目
も く

標
ひ ょ う

を「修道小全員
ぜ ん い ん

で、あいさつができる学校にしよう！」と決
き

めたことが出
し ゅ っ

発
ぱ つ

点
て ん

でした。給
き ゅ う

食
し ょ く

前
ま え

には、その日の「あいさつがよかった人」を紹
し ょ う

介
か い

してくれていて、すて

きな取組
と り く み

だと思
お も

いました。 

 いつか社
し ゃ

会
か い

に出
で

ていくみんなにとって、「あいさつができる」ということは、とても大切
た い せ つ

な力です。特
と く

に笑
え

顔
が お

で「おはようございます！」と言
い

ってもらうと、言われた方
ほ う

も笑顔に

なります。よいことしかありません！ 

 そして、元
げ ん

気
き

に「あいさつができる人」は周
ま わ

りの人から大
だ い

事
じ

に 

されます。応
お う

援
え ん

してもらえます。 それはなぜか？「あいさつが 

できるすてきな人」という「信頼
し ん ら い

」が得
え

られるからです。 

 修道小には、すばらしいあいさつができる「あいさつ名人」が 

何人
な ん に ん

もいます。でも、まだ恥
は

ずかしがっている人もいますね。友
と も

だち・家
か

族
ぞ く

・地
ち

域
い き

の人・

先生に元気よくあいさつができる人がもっともっと増
ふ

えるとうれしいです。 

 今
こ ん

週
し ゅ う

末
ま つ

には、６年生が奈良
な ら

・京
き ょ う

都
と

への修
し ゅ う

学
が く

旅
り ょ

行
こ う

に出発します。旅
り ょ

行
こ う

先
さ き

でも、お世話
せ わ

に

なるいろいろな人にあいさつができる修道小の子どもたちでいてほしいです。 
 

◇◆ そうじ名人 ◆◇ 
 先週木曜日の昇

し ょ う

降
こ う

口
ぐ ち

の掃
そ う

除
じ

の様
よ う

子
す

です。昼
ひ る

休
や す

みのあと、汗
あ せ

だ

くになってフロアをはいてくれていました。新
あたら

しくはっていただい

たシートの上の土が少
す こ

し取
と

りづらいので、根
こ ん

気
き

強
づ よ

く T字
じ

ほうきで

細
こ ま

かい土
つ ち

を集
あ つ

めてくれています。「ありかとう！」と声
こ え

をかける

と、「はい！」と礼
れ い

儀
ぎ

正
た だ

しく返
へ ん

事
じ

ができる人たちです。 

◇◆ トイレの使い方名人 ◆◇ 
 トイレのサンダルのそろい具

ぐ

合
あ い

をよく見
み

にいきます。きちんとそ

ろっていると気
き

持
も

ちがいいです。便
べ ん

器
き

や床
ゆ か

をきれいに使
つ か

うことも

もちろん大
だ い

事
じ

です。トイレを使
つ か

った人が、次
つ ぎ

に使う人のことを考
かんが

えて行
こ う

動
ど う

することもみんなが社会に出るまでに身
み

に付
つ

けておき

たい力の一つです。 

  
☆ 次号では１年生から５年生の社会見学の様子などを掲載します。 

新しいシートの上を掃除中！ 

そろっていると、はきやすくていいね！ 

児童会のあいさつ運動の様子です 



 これまでに紹介してきたとおり、今、島根県立古代出雲歴史博物館で「伊勢と出雲」という

テーマの企画展が開かれています。修道小学校から貸し出した「神都鳥瞰図」が館内に展示

されています。少し前に古代出雲歴史博物館の担当者である松尾さんからおたよりをいただ

きました。みなさんに紹介します。（もう読んでもらったクラスがあるかもしれませんが。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに「神都鳥瞰図」が展示されています！ 

【みんなへ】松尾さんから、古代出雲歴史博物館内の紹介動画を送っていただきました。 

強力先生に準備してもらったものを視聴したクラスでは、「すごい！」と驚きと感心の声があ

がったそうです。 

 

「古代出雲歴史博物館」館内の様子 

「古代出雲歴史博物館」の松尾さんからのメッセージ 

 伊勢市立修道小学校のみなさん、こんにちは。 
 私は島根県にある「古代出雲歴史博物館」というところで仕事をしている、松尾といいます。 

 みなさんは、「出雲（いずも）」という地名を聞いたことがありますか？伊勢市から約 400km も離れた
遠い遠い場所です。そこには「出雲大社（いずもたいしゃ）」という古い神社があります。伊勢神宮と同
じくらい、日本という国の歴史のなかで重要な意味をもつ神社です。私が勤めている博物館は、その神
社のとなりにあります。 

 私は、伊勢と出雲のすばらしさを、たくさんの人に知ってもらいたいと考え、「伊勢と出雲」という題名
の展覧会をひらくことにしました。伊勢神宮のある伊勢は「神様の都」と呼ばれ、江戸時代には全国の
人たちが「一度は行ってみたい」とあこがれた場所です。ちなみに私は、この3年のあいだに 20回くら
い伊勢に行きました。今ではすっかり、伊勢の大ファンです。 

 そんな伊勢の様子を、伊勢に行ったことのない人にも詳しく知ってもらうために、修道小学校の校長
先生のお部屋に飾られていた大きな絵を借りて展示したい、と私は考えました。 皆さんはそんな絵が
校長室にあることを知っていましたか？ 

 今から９０年ほど前に、橋本鳴泉という伊勢の有名な画家が描いたもので、「神様の都」と呼ばれた
伊勢市の様子がとても細かく、詳しく丁寧に描かれています。 

 展覧会は１０月１３日から１２月１０日までなので、長い間、修道小学校の大切な宝物をお留守にして
しまってごめんなさい。でも、その間に、展覧会に来られた 15,000 人のお客さんが絵をじっくりとご覧
になって、「ああ、伊勢はすばらしいところだなぁ、行ってみたいなぁ」と思うことでしょう。 

 みなさんが暮らしている伊勢市は、長い歴史と深い文化をもつ素晴らしい場所で、日本全国の中でも
特別に大切な場所です。みなさんが伊勢で生まれ育ち、毎日勉強していることに、どうか誇りをもってく
ださい。校長室の絵を描いた画家、橋本鳴泉も伊勢で生まれ育った人でした。絵をよく見ると、「ああ、
この画家も、ふるさと伊勢が大好きだったんだろうな・・・」ということがよく伝わってきます。校長室に絵
が帰ってきたら、じっくり観察してみてくださいね。 

 今回の展覧会を、みなさんに出雲へ来て見てもらいたいのですが、とてもとても遠くて、残念ながら願
いはかないません。そこで、展覧会の様子を私が動画で撮影しました。見づらくて申し訳ないですが、
校長室から旅立った絵が、出雲で活躍している様子を見てください。 

 大切な学校の宝ものを私達に貸してくれた修道小学校のみなさん、本当にありがとうございました。 
 

「神都鳥瞰図」は１２月２１日(木)に 
学校にもどってきます！ 


